
東京都における歯科保健医療対策の取組状況について

⚫ 「いい歯東京」に基づき、都民の歯と口の健康づくりを推進するため、様々な取組を実施

• ライフステージに応じた口腔ケアの実施やかかりつけ歯科医を持ち、定期的に歯科健診等を
受けることの重要性などに関する普及啓発

• 都保健所での地域特性に応じた障害児者への歯科保健対策や地域の歯科保健活動の実施

• 心身障害児者施設や在宅歯科医療を実施する医療機関への支援

• 地域で障害者や在宅療養者の口腔健康管理を支える歯科医師、歯科衛生士等の育成

• がん患者等への周術期口腔機能管理に対応できる地域の歯科医師、歯科衛生士の育成 等

資料５



東京都における歯科保健医療対策の取組状況について

⚫ 取組の結果、令和４年度の「いい歯東京」の達成度調査では、多くの指標で目標を達成・改善

＜全指標32項目中、計28項目（達成16・改善12）＞

・８０２０の達成者の割合

・う蝕のない者の割合（３歳児・12歳・17歳）

・かかりつけ歯科医を持っている者の割合（３歳児・12歳・20～64歳・65歳以上）

・在宅歯科医療サービスを提供する診療所の割合

・周術期口腔機能管理における医科歯科連携を行っている歯科診療所の割合

・障害者施設等で定期的な歯科健診を実施している割合（医療型障害児入所施設を除く） など

⚫ 一方、一部の指標では数値が悪化 ＜全指標32項目中、３項目＞

・進行した歯周病を有する者の割合（40～49歳）

・障害者に対応する歯科診療所の割合

・障害者施設利用者のうち、かかりつけ歯科医で定期的に歯科健診を受けている者の割合

（医療型障害児入所施設を除く）

⚫ さらに、地震や風水害等の災害時における都民の歯と口の健康被害を軽減するための取組など、

  対応すべき課題も生じている。



東京都歯科保健推進計画「いい歯東京」改定のポイント

高齢化の進展に伴う在宅療養者への対応や地域における障害児（者）への歯科保健医療の提
供等、誰一人取り残さず、多様な歯科保健医療ニーズに対応できるよう、必要な医療提供体
制の確保や医療機能の分化・連携を促進

２

ライフコースに沿った歯と口の健康づくりの推進に向け、乳幼児期から高齢期までのライフ
ステージごとの特徴を踏まえた歯と口の健康づくりの重要性について普及啓発を実施。青年
期（概ね18歳～30歳）における受診機会の拡充等に向けて取組を強化

１

大規模災害時の避難生活における誤嚥性肺炎の発症等の予防において、歯科保健活動による
被災地域で生活する人々に対する健康管理が重要であり、平時からの支援体制の構築に向け
た区市町村の取組への支援が必要

３

➢ 計画の最終目標は、「都民がいつまでもおいしく食べ、笑顔で人生を過ごすことができる」 （都民の
目指す姿）を踏襲

➢ 計画の柱は、これまでの４本としつつ、重点事項として「健康危機（大規模災害等）に対応した歯科保
健医療対策の推進」を追加



74.8％（R4）

★現状値

55.5％（R4）

22.9％（R4）

83.1％（R3）

77.9％（R3）

※現状値は、現時点で
最新値を把握可能な指
標のみ記載



1,383件（R6.5）

★現状値

102,762件（R4）
※患者数77,775人



692件（R6.5）

★現状値

2,230,755件（R4）
※患者数258,777人
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